
令和２年度 桃源の家拠点事業報告 

≪特別養護老人ホーム桃源の家事業報告≫ 

 

１．事業総括 

  （１）サービス事業 

令和２年度は、１００名定員の回復を目指し、稼働率目標９０％を計画に掲げて

おりましたが、年度中の定員回復となりませんでした。９０名定員での運営となり

計画目標値に達することができませんでした。新規入所者調整の効率化を図るこ

とで空床期間の短縮に努め、退所者と入院日数の減少等の要因により、定員９０名

での年間稼働率は９６％でした。 

人材確保については、不規則勤務が可能な非正規職員を２名程度採用する計画

で取り組み、職員間の紹介等により計画通りの採用を実施することができました。 

また夜勤専属のパート職員を１名採用することができましたが、正規職員１名の

退職があったため大幅な体制改善となりませんでした。 

邑南町の委託を受け、今年度から邑南町認知症カフェ（オレンジカフェいわみ）

を開設いたしました。毎月５名程度の参加者を計画し、地域住民が気軽に集うこと

ができる場の提供に努めました。２月は最多１３名の参加をいただき、少しずつ地

域の方々へ周知されてきたように思います。 

 

（２）人財育成事業 

事業所内研修において、勤務の都合を配慮し同じ研修を月２回実施することで、 

できる限り多くの職員が参加できる体制作りに努めました。今年度は自立支援介

護の研修会を通して、委員を中心に実践に取り組みました。良い成果に繋がった事

例もあり、次年度も定着に向けて取組んでまいります。 

 

（３）施設整備事業 

      主なものとして、施設周辺の防草シート設置、またパソコンを Windows10 への

買い替え等を実施しました。その他介護備品（スライディングボード等）の購入

や手すりの設置を行いました。 

      福祉車両(軽)の購入は、年度途中で新型コロナウイルス感染症対策の補助金対

象として、準備を進めておりましたが、年度末までの納入が困難となったため次

年度へ見送ることにいたしました。各ユニットへ食洗器の設置計画は、購入準備

が遅れ一部ユニット分のみの購入となり、残りの台数分は次年度に実施すること

としました。 

      

 

 

 

 



令和 2年度に実施した個別の事業の詳細及び成果等は以下の通りです。 

 

【サービス事業】 

 計画上の事業 実施した内容・成果等 
個別援助計画・ケアプラ
ン 

入居者個々のＱＯＬ向上を目指し、施設サービス計画を立案の
上、家族もカンファレンスに参加して頂けるよう積極的に働き
かけました。 
・３か月ごとのモニタリングの実施。 
・６か月ごとの２４時間シートの見直しの実施。 
 

日常生活の支援と機能訓
練 

・施設サービス計画に基づき、２４時間シートを作成の上、入
居者の状態にあった支援の実践を行いました。 

・毎日のリハビリ体操の実施。 
・いきいきクラス会を実施。（ユニットへ訪問して実施） 
・水分摂取量１，０００㎖以上の摂取者割合を７０％目標とし 
 て取り組み、目標を達成することができました。 
 

入浴の支援 ・身体の状況に合わせ特殊浴槽或いは各ユニットの個浴槽を使
い、１週間に２回以上入浴を実施しました。 

・介護負担を軽減すると共に、入居者にもより快適な入浴がで
きるように努めました。 

 
排泄の支援 ・個々の排泄状況を把握し、適切な排泄環境を提供することに

取り組み、終日おむつ装着者割合３０％未満を目標に支援を
行いましたが、４０％に留まり大幅な改善に至りませんでし
た。物品の使用については、取引業者と連絡のやり取りを行
い、より適した物品使用に努めました。 

 
口腔ケア ・誤嚥や誤嚥性肺炎予防を目的とし、口腔ケアの知識や技術を

習得するため、引き続き邑智病院歯科衛生士による月１回の
訪問指導を受け実践した結果、難しい症例なども実施できる
ようになり、誤嚥性肺炎等による入院者の減少にも繋がりま
した。  

 
ユニットキッチンと食事
支援 

・ユニットキッチンの特色を生かし、楽しみである食事を五感
で味わって頂けるよう、ごはん炊き、茶碗洗いなど、家庭的
な雰囲気づくりに取り組みました。 

・主食は入居者の希望や身体状況によって、ご飯、粥、パンと
し、副食は嚥下困難、その他の身体状況により普通食、キザ
ミ食、ミキサー食、特別食を提供しました。又、「入居者に近
い厨房」を目指すため、調理員がユニットに出向き、昼食や
おやつを入居者と一緒に作る取り組みをしました。 

栄養管理 
 

・管理栄養士、栄養士それぞれ１名を配置しました。 
・管理栄養士が栄養ケアマネージメントを実施し、入居者の食
事の個別対応による個別栄養ケア計画を作成するとともに定
期的モニタリングを行ないました。 

・治療食等を必要とする入居者に対しては、医師の処方箋に基
づいた食事を提供し、療養食の提供を実施しました。 

 
看取り介護（ターミナル
ケア） 

・終末期、死に至ることが予測された入居者に対し、その身体
的、精神的苦痛、苦悩を緩和し、死に至るまでの間、その人
が充実した日々の暮らしを営まれるよう努めました。 

・医師をはじめ各職種が連携して、本人又は家族等の希望を聞
き、同意を得ながら看取り介護（ターミナルケア）を行いま
した。 

・看取り加算取得は年間８ケースでした。 
 

 



健康管理 ・毎月の入院日数を７０日未満に抑えることを目標に取り組   
 みました。目標を達成した月は年間９か月ありましたが、年 
 平均日数は９２日で目標を達成することができませんでし 
 た。 
  

 
医療部門委員会 
 

・定期の委員会を開催し、感染症対策などの検討や対策実施 
 の周知により、感染症による入院者の発生事例はありませ 
 んでした。また感染症と看取り研修も計画通りの実施がで 
 きました。 

介護部門委員会 ・毎月の口腔指導計画および実施を行い、難しい症例にも対 
 応できるようになり、口腔衛生の改善に繋げることができ 
 ました。排泄物品の使用は業者へ状況報告を行いながら指 
 導を仰ぎ改善に努めました。年間の研修も計画通りの実施 
 ができました。 

安全管理部門委員会 ・事故防止と虐待防止研修（各年２回実施）は計画通り実施い  
 たしました。虐待防止の取り組みについては昨年度から 
 引き続いて行い、定期的なチェックリストの実施を行うこ
とで自己の振り返りと虐待になりうる行為の意識付けに繋
げました。 

入所判定委員会 ・円滑な入所調整を実施する目的で、２か月に１回の開催を 
 予定し、年間８回の委員会を開催いたしました。 
 その結果、入所調整日数１０日以内の目標に対し、年間平均 
 日数９.９日と目標を達成することができました。 

 
 
【人材育成事業】 
① 研 修 

計画上の研修 対象者 参加者数 実施した内容・成果等 

集合研修 
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７月  感染症・看取り研修 

・新型コロナウイルス感染症についての対

策や発生時の対応についての情報共有を行

いました。 

・看取りに関する考え方と実施方法を身に

付けることを目的に行いました。 

 

８月  事故防止研修 

・事例を基にした検証と再発防止について

の対策などを検討することができました。 

      

９月  認知症研修 

・認知症の症状とそれに対する対応策につ

いて学び研鑽を深めました。 

 

１０月 身体拘束・虐待研修 

・身体拘束実施の取り決め事項の確認と虐

待に関するチェックリスト集計から見る改

善策について検証を行いました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設外研修 

 

 

 

事業所間研修 
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１０月 排泄研修 

・実践できる皮膚トラブル予防について 

 知ることができ、予防の実践に繋げる 

 ことができました。 

１１月 感染症研修 

・新型コロナウイルス及びインフルエンザ

等の感染防止策と発生時の対応について確

認を含め実施しました。 

      

１月  事故防止研修 

・事故内容の事例件数などの集計結果を基

に検証と対策方法などの共有を図ることが

できました。 

 

２月  虐待研修 

・前月に実施したチェックリストの集計結

果を基に内容も含めた検討を行い改善に努

めました。 

 

７月  新型コロナウイルス感染症研修 

・感染予防方法と発生した場合の対処法を 

 学ぶことができました。 

 

１０月 技能実習生受入れ講習会 

・各担当の受け入れまでの準備と現場実習 

 を開始してからの注意事項や関わり方な 

 どを学ぶことができました。 

  

８月  救急法研修 

・AED の使用方法について再確認するこ 

 とができました。 

 

３月  認知症研修 

・香梅苑の主催により、邑智病院の認知症

看護認定看護師を講師としてお招きし、 

 認知症者に対する対応方法と考え方を 

 学ぶことができました。 

 

 
 
 



【施設整備事業】 

計画上の施設整備等 実施した内容等 

防草対策工事 県道沿い斜面と施設内一部斜面に、防草シートを設置し防
草対策を実施しました。 
 

介護機器及び備品購入 
 

褥創予防のための低反発マットを３台と、移乗時に使用す
るためのスライディングボードを５台購入しました。 

パソコンの買い替え パソコン９台をWindows10への買い替えを実施しました。 

食洗機の購入 各ユニットへ１台ずつ購入する予定でしたが、２台を購入
し１か月程度使用して業務の効率化や物品の適用性などを
検証しました。その結果次年度に同機種を残りの台数分購
入する予定です。 

居室内の手すりの増設 自立歩行支援として、計画的に固定式の手すりを各居室に
設置しました。 
年間２０ヶ所を計画的に設置し、未実施分（残り２８か所）
は次年度以降に計画し増設いたします。 

備蓄品の購入 食料および飲料を３日分備蓄する目的として、平成３０年

度から毎年 1 日分ずつ購入しており、今年度で３日分の備

蓄が完了しました。 

 
 
【その他】 

実施事項 実施した内容等 

加湿空気清浄機の購入 新型コロナウイルス感染症対応策による包括支援金を活用
し、各ユニットおよび会議室・面会室・事務室等へ計１６
台購入いたしました。 

 
 
２．利用者状況の総括 
  

年間の退所者数は前年度比較で減少し２５名でした。入院日数は年間延べ１，１０４日

となり、前年度比較で約４６０日減少しました。体調悪化までの早めの対応や、自立支援

介護の取組の効果と捉えております。 

退所後の新規入所者調整日数を１０日以内として取り組み、計画どおり年間平均９．９

日と調整できました。 

また、新型コロナウイルス感染が懸念されましたが、施設内の感染予防策の徹底に努め

ました。 

 

 

 

 

 

 



【利用率（入所率）の状況表】 

（単位：人、％） 

定 員 計画人数 
計画利用

率 
実績人数 実績利用率 備 考 

９０床/日 

３２，８５０ 

８８床/日 

３２，１２０ 
９８ ３１，４８８ ９６ 

 

                 ＊実績人数は年間延べ入所者数、利用率は年平均。 

 

【利用者（入所者）構成の状況表】  

（単位：人、％） 

構  成 

（介護度別） 

計 画 実 績 
備  考 

人 数 構成割合 人 数 構成割合 

要支援１      

要支援２      

要介護１      

要介護２ ０ ０ ０ ０  

要介護３ ３７ ４１ ３７ ４１  

要介護４ ３０ ３３ ３２ ３６  

要介護５ ２３ ２６ ２１ ２３  

計 ９０ １００ ９０ １００  

 ＊実績は３月末の件数。 

 

 

 

３．要員（人員）体制の総括 

１００床回復に向けた人員体制整備のため、不規則勤務可能な職員（非正規）を年間最

低２名採用する計画を実施いたしました。 

４月に非正規介護職員１名の採用となりましたが、体調不良等の理由から次月に退職と

なったため、職員からの紹介等協力を得て、１０月以降夜勤専属のパート職員を１名、非

正規介護職員を２名採用することができました。しかしながら年度末に正規職員１名とパ

ート職員１名の退職があったため人員数的には大きな補充とはなっておりません。そのた

め、３月に看護職員もユニットの勤務シフトに入って業務を行うシミュレーション勤務を

実施し、問題点や課題等について検証を行いながら職員体制構築に努めてまいります。 

 

 



【要員状況表】 

（単位：人、％） 

職  種 計  画 実  績 

人 数 常勤換算

数 

人 数 常勤換算

数 

計画に対する 

充足率 

施設長 

副施設長 

課長 

看護師 

生活相談員 

介護支援専門員 

介護員 

理学療法士 

管理栄養士 

栄養士 

調理員 

事務員 

環境・夜警員 

１ 

１ 

５ 

７ 

１ 

２ 

５５ 

３ 

１ 

１ 

９ 

１ 

１１ 

 

１ 

１ 

５ 

５．３ 

１ 

１ 

４８ 

２．６ 

１ 

１ 

７ 

１ 

６．１ 

１ 

１ 

４ 

７ 

１ 

２ 

５３ 

２ 

１ 

１ 

９ 

１ 

９ 

１ 

１ 

４ 

５．５ 

１ 

１．５ 

４５．８ 

１．５ 

１ 

１ 

６．９ 

１ 

４．２ 

１００ 

１００ 

８０ 

１０３ 

１００ 

１５０ 

９５ 

５７ 

１００ 

１００ 

１０１ 

１００ 

６８ 

計 ９８ ８１ ９２ ７５．４ ９３．０ 

 

 

４．苦情解決（要望含む）について 

   令和２年度において、以下の苦情が寄せられ、解決を図りました。 

   

  【苦情事例１】 

発生日：令和２年４月２日 

申立者：入居者長男 

苦情内容：体調の様子を伺うために電話をかけたが、ユニットに繋がるま

でかなり時間が掛かり「対応した職員が夜警職員だったため仕方ない」と

言い訳をされたため腹が立った。 

処理結果：翌日、相談員より謝罪の連絡を入れ、その際に長男様より「先日は自分の 

言い方も悪かった、電話対応をした職員にお詫びしておいてください。」と

今回は身元様への情報の伝達不足も考えられるため、体調不良の方につい

てはこまめに連絡をする。電話取次について今回は夜警職員が入居者の在

籍するユニット把握ができていなかったことが原因であるため、入退所が

あった都度夜警業務ファイルの入居者名簿を更新することを徹底してい

く。 

   第三者委員の関与：なし。（解決結果を報告済） 

 



 

  【苦情事例２】 

   発生日：令和２年６月２６日 

   申立者：入居者長女と息子 

   苦情内容：点滴実施について相談したところ、医師より「看取りであるため点滴は行わ 

        ない」と言われショックを受けた。看取り同意書内に点滴について伺う項目が

あるのにどうしてなのか？ 

   処理結果：看取りについては事例発生前に医師より説明されていたが、同意書の内容が 

        点滴の実施希望を問うような記載になっていたことが原因で、医師と身元様と 

        の間で認識の違いが起きてしまったため同意書内容を改善した。 

   第三者委員の関与：なし。（解決結果を報告済） 

 

 【苦情事例３】 

   発生日：令和２年７月８日 

   申立者：入居者長男 

   苦情内容：PCR 検査を実施し陰性と証明をもらっているので外泊を認めてもらいたいが 

        外泊を断られた。検査で陰性と証明されているのになぜ外泊できないのか？ 

        十分な説明が欲しい、今後のためにも法人の対応策であるにせよ内容の見直し 

        を検討いただきたい。 

   処理結果：大隅 Dr と施設長にて状況を説明する（法人対応策も含め）が納得されず、翌 

        日再度ご理解いただくよう自宅へ施設長が訪問し現状の説明を行う。仕方なく

納得されたが、面会及び外泊実施要件の緩和を明確にしていただくよう理事会

で検討いただきたいとお願いされ、後日理事会にて報告する。  

 

５．桃源の家における主な虐待再発防止対策の実施報告 

 

 ＜虐待に関する研修を実施する＞ 

  ・１０月に施設内研修を実施しました。 

 ＜虐待の芽チェックリストを定期に実施する＞ 

  ・定期的なチェックを奇数月に実施し自己の振り返りを行い、虐待に繋がる可能性があ

る行動の認識と意識付けを行う目的で実施しています。 

 ＜第三者評価を受審＞ 

  ・令和２年１１月に受審しました。                     

以上 

 

 

 

 

 

 



≪特別養護老人ホーム桃源の家・短期入所事業報告≫ 

 

 

１．事業総括 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染防止のため、４月中旬から５月末までを臨時

休業することとなりました。６月より再開しましたが、感染防止対策の観点から受け入

れ自粛等の制限を行いながら営業をせざるを得ない状況でした。稼働率は伸び悩み、月

平均稼働率７８％の目標値を上回った月は１１月の１回のみとなり、そのため年間の目

標平均稼働率に対し実績は６３％と目標値を下回る結果となりました。 

新型コロナウイルス感染防止に配慮した営業となり、利用者様及びご家族様に感染防

止対策やご利用について条件を付けさせていただくなどの協力を頂きながら感染発生の

事例等なく運営することができました。 

在宅生活を継続する上での短期入所利用の必要性を確保し、今後も感染防止に努め満

足して利用していただけるサービスの提供を行い、定期的な利用継続と様々な利用ニー

ズに対応できる環境を整えて運営してまいります。 

 

 

以下については、特別養護老人ホーム桃源の家事業と同じになっています。 

（１）サービス事業 

（２）人財育成事業 

（３）施設整備事業 

 

 

 

 

  



２．利用者状況の総括 

   

  事業総括のとおりです。なお、利用率の状況等は以下のとおりとなりました。 

 

【利用率（入所率）の状況表】 

（単位：人、％） 

定 員 計画人数 
計画利用

率 
実績人数 

実績利用

率 
備 考 

１０床／日 

（３，６５０） 

８床／日 

（２，８４５） 
７８ ２，２８６ ６３ 

 

   ＊実績人数は年間延べ利用者数。 

 

 

 

【利用者（入所者）構成の状況表】  

（単位：人、％） 

構  成 

（介護度別） 

計 画 実 績 
備  考 

人 数 構成割合 人 数 構成割合 

要支援１ ２ １ ３ １  

要支援２ ３ １    

要介護１ ３０ １２ ２２ ９  

要介護２ ２８ １２ ５６ ２４  

要介護３ １２５ ５２ １３５ ５８  

要介護４ ４５ １９ ２ １  

要介護５ ７ ３ １５ ７  

計 ２４０ １００ ２３３ １００  

  ＊実績人数は３月末人数。 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．要員（人員）体制の総括 

新型コロナウイルス感染防止のための休業期間中は、営業再開までの間は他のユニッ

トへの業務支援を行いました。年度途中に契約職員 1 名が退職となったため、隣接ユニ

ット職員他、他部署の職員協力を得ながら勤務シフトを組み対応しました。１２月以降、

契約職員１名とパート職員１名を採用し、さらに看護パート職員１名が３月から次年度

に向けた夜勤勤務を開始し、次年度に向けての体制整備を図ることができました。 

 今後は最低限の職員体制を維持し、より充実した体制整備に努めるためにも職員同士

の協力または新規採用に向けた取り組みを実施してまいります。 

    

（単位：人、％） 

職  種 

計  画 実  績 

人 数 常勤換算数 人 数 常勤換算数 
計画に対する 

充足率 

施設長   兼務   

生活相談員   兼務   

介護支援専門員   兼務   

看護職員   兼務   

介護職員 ８ ５．６ ６ ４．３ ７７ 

機能訓練指導員 

理学・作業療法士 
  兼務   

事務職員   兼務   

管理栄養士   兼務   

栄養士   兼務   

調理員 １ １     １ １ １００ 

医師   兼務   

警備員   兼務   

環境・通院他   兼務   

計 ９ ６．６ ７ ５．３ ８０ 

  ＊兼務は特別養護老人ホーム桃源の家事業で算定 

以上 

 


